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首 文内 容 の 要旨
ラyト準JLホモジェネートを材料とし、 Progesteroneを基質にしたincubation実験によ って、胎
児、生後数日目および成熟のそれは、 Andros tened ione， Tes tos te roneをmain productsとするが、
生後20-40日位向幼若のそれは、 Andros tened ione，Te s tos te roneは、 minorproductsで、Androst・
erone， 5α -Andros凶 ne-3α. 17β-diol等の 5α -reduced C 19 - Steroidsが main products 
である ことが知られている。更に、我々は、本論文において、 幼若ラ yト幸丸には、 progesterone， 
17 -OH-progesteroneから Andros tened ione，T es tos te roneを生成せずに、速やかに 5α 及ーび、
3 -keto還元をおこした後、側鎖切断を行なって、Androsterone，5-Androstane-3α. 17，β-diol 
を生合成する主要なpathwayも存在すること、及び成黙のそれは、すべての 5α 還ー元がおこらないた
めに、 Androstened ione， Tes ros te roneが蓄積することを明らかにした[テー7 1)0
又最近、 LeydigCell以外に精細管でもpregnenolone，progesteroneから、 C11-steroidsが生合
成されることが明らかにされているが、我々は、更にColagenase処理と、精細管内細胞培養法を使
用するGermCelの分離法を開発し、幼若ラ yト準丸町GermCel自身も、 Pregnenolone.Proge -
ste r on e から、 C2I -1 7・ OH - S te ro icl s 及ひ~C l!， - Stero id s を生合成する能力を持っていることを明らか
にした 〔テーマ 2)。
蛤 支の 審査結果 の 要旨









erone， 17-0H甲 Progesteroneは速やかに 5α及ぴ 3-Keto還元を起した後、側鎖切断を行なって、
Androste rone， 5α-Androstane-17β-diolを生合成する mainpathway が存在することを明らかに







また山田君は上述したProgesteroneから Androsterone，5 a-Androstane -3α， 17β-diolなどの
男性ホルモンを生合成する場が幸丸を構成する細胞群のうちどのような細胞に担われているかを検討
した。幼若ラット章丸をコラゲナーゼ処理することによって精細管を間質から分離し、その精細管の
細胞培養によって更に Floatingcell分画としての Germcell と Attachingcall分画としての
Non-germ cellとに分離し、 Germcell自身も Progesterone，Pregnenoloneから C19-Steroidsを
生合成し得る能力を持っていることを明らかにした o
この論文の内容は以上二つの問題について Germcel1の代謝経路、調節機構について貢献が著し
い研究であって、参考論文とあわせて理学博士の学位論文として十分に価値あるものと認める。
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